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１　はじめに
　大学院入学前予備教育日本語研修コースは，主として，文部科学省によって配置される大使館推薦国
費研究留学生および教員研修留学生を対象とした日本語集中コースで，毎年４月と10月に開講し，各
期15週間75日のコースを提供している。1999年10月に富山大学国際交流センターの前身である留学
生センターが開設され，第１期日本語研修コースが開講した。2013年10月に留学生センターが改組，
国際交流センターが設置され，2014年３月には第29期生を送り出した。富山大学に配置される国費研
究留学生・教員研修留学生の数は少なく，受講定員に余裕があるため，2000年10月開講の第３期日本
語研修コースからは，学内公募を実施して，大学推薦国費研究留学生や私費研究生等も受け入れてい
る。本稿では，2013年４月から開講した第28期と同年10月から開講した第29期について報告する。
２　受講者
　第28期は，文部科学省によって配置された予備教育生はゼロであったので，学内公募を実施し，私
費留学生３人が受講・修了した。第28期は，文部科学省によって配置された国費教員研修留学生３
人，学内公募による大学推薦国費研究留学生３人が受講・修了した。受講・修了者は表１の通りであ
る。
３　コース担当者
　センター専任教員５人（加藤扶久美，副島健治，田中信之，バハウ　サイモン　ピーター，濱田美
和）と，非常勤講師８人（飯野玲子（第28期のみ），加藤敬子，高畠智美，中河和子，永山香織，藤
田佐和子，松岡裕見子，横堀慶子）が授業を担当し，田中信之がコースのコーディネートを行った。
４　コーススケジュール
　第28期は，2013年４月８日（月）に開講式，同年９月27日（金）に修了式を，第28期は，2013年
10月８日（火）に開講式，2014年３月３日（水）に修了式を行い，どちらの期も15週間75日の集中
授業を行った。各期の主なスケジュールは以下の通りである。
日本語研修コース報告（2013年４月～2014年３月）
田中信之
表１　日本語研修コース受講・修了者（第28期・第29期）
名　　　　　前 国　　籍 指　導　教　員期
28
29
ブリス　チャッカム　カムチュン
姜　　　　陶（キョウ　トウ）
朱　　容　博（シュ　ヨウハク）
ダビラ　ウエルト　アルド　アルトゥロ
サウ　カンムリー
ソフィア　パストル　マタモロス
ディア　アニンタ　クスティアリニ
アギラル　ラミレス　ハエル　エルシリア
イスラム　サイフル
富山大学　上田　　晃　教授
富山大学　唐　　　政　教授
富山大学　森口　毅彦　教授
富山大学　長谷川春生　准教授
富山大学　岡崎　浩幸　教授
富山大学　隅　　　敦　教授
富山大学　籐　　秀人　教授
富山大学　若山　育代　准教授
富山大学　倉光　英樹　教授
カ メ ル ー ン
中 　 　 　 　 　 国
中 　 　 　 　 　 国
ペ ル ー
カ ン ボ ジ ア
ス ペ イ ン
イ ン ド ネ シ ア
ホ ン ジ ュ ラ ス
バ ン グ ラ デ シ ュ
（指導教員の職名は2014年10月現在）
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＜第28期＞
2013年 ４月４日（木） 学内公募選考
 ４月５日（金） コースオリエンテーション，挨拶の練習，ひらがな
 ４月８日（月） 開講式，授業開始
 ６月14日（金） 「私の国」発表会
 ６月28日（金） スタディー・エクスカーション（富山市民俗民芸村）
 ７月26日（金） 授業終了
 ７月29日（月）～８月１日（火） スピーチ練習，文集作成
 ８月４日（土） ホームビジット
 ８月５日（月） スピーチ発表会（「私の専門」発表会）
 ９月27日（金） 修了式
＜第29期＞
2013年 10月４日（金） 学内公募選考
 10月７日（月） コースオリエンテーション，挨拶の練習，ひらがな
 10月８日（火） 開講式
 10月９日（水） 授業開始
 11月22日（金） スタディー・エクスカーション（富山市民俗民芸村）
 12月14日（土）～15日（日） ホームステイ
 12月20日（金） 「私の国」発表会
 12月23日（月）～2014年１月５日（日）　冬季休業
2014年 ２月10日（月） 授業終了
 ２月12日（水）～17日（月） スピーチ練習，文集作成
 ２月19日（水） スピーチ発表会（「私の専門」発表会）
 ３月３日（水） 修了式
５　コース内容
　授業は月曜日から金曜日まで１日４コマで，日本語と日本事情，コンピュータを中心とした内容で行っ
た。初級クラスの「文法」10コマ中８コマと「語彙・表現」「聴解」「文字・漢字」「会話」各１コ
マの合計12コマ，および，中級クラスの「文法」10コマと「漢字」「聴解」「会話」各１コマの合計
13コマは日本語課外補講の授業と合同で開講される授業である。通常の授業の他に，学生の個人の習
熟度やニーズに合わせた指導を行うために，特別指導も行った。コース後半からは，専門課程への橋渡
しの教育として，自分の専門についての口頭発表とレポート作成を行う「私の専門」プロジェクトも課
した。
　第28期，第29期ともに初級クラスのみの開講となった。第29期では，中級クラスの希望者がいた
が，相談の結果，日本語課外補講の中級クラスを受講することとなった。表２，３にそれぞれの時間割
を示す。
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5.2　日本語科目
　基本的な日本語文法を習得し，運用できるようになること，文字についてもひらがなやカタカナ，基
本的な漢字を習得することを目的として授業を行った。
　また，独自開発教材を用いて，正しい日本語の発音を身に付けるための指導も行った。
［使用テキスト］（主なもののみ）
　　文　　　法　『みんなの日本語初級Ⅰ，Ⅱ』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『みんなの日本語初級Ⅰ，Ⅱ　書いて覚える文型練習帳』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『毎日の発音練習』（独自開発テキスト）
　　聴　　　解　『みんなの日本語初級Ⅰ，Ⅱ　聴解タスク25』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『わくわく文法リスニング99』（凡人社）
　　　　　　　　『絵とタスクで学ぶにほんご』（凡人社）
　　　　　　　　『にほんごきいてはなして』（ジャパンタイムズ）
　　　　　　　　『楽しく聞こう』（凡人社）
表２　第28期日本語研修コース時間割
1
（8：45～10：15）
2
（10：30～12：00）
3
（13：00～14：30）
4
（14：45～16：15）
初級 中級
文法
(加藤敬)
文法
(田中)
文法
(高畠)
文法
(横堀)
文法
(永山)
文法
(加藤敬)
文法
(田中)
文法
(高畠)
文法
(横堀)
文法
(永山)
聴解
(加藤扶)
語彙・表現
(藤田)
文字・漢字
(加藤扶)
コンピュータ
（濱田）
会話
(飯野)
漢字
（濱田）
コンピュータ
（濱田）
会話
(横堀)
聴解
(横堀)
作文
(田中)
文法A
(高畠)
文法C
(濱田)
文法A
(中河)
文法B
(副島)
文法B
(松岡)
文法A
(高畠)
文法C
(濱田)
文法A
(中河)
文法B
(副島)
文法B
(松岡)
初級 中級 初級 中級 初級 中級
特別指導
(加藤扶・田中)
コンピュータ
（田中）
読解・作文
(要門)
特別指導
（濱田・田中）
特別指導
(濱田)
読解
（加藤扶）
コンピュータ
（田中）
特別指導
（加藤扶）
日本事情
（バハウ）
月
火
水
木
金
※網かけのクラスは日本語研修コース専用クラス，それ以外は日本語課外補講との合同クラスである。
表３　第29期日本語研修コース時間割
1
（8：45～10：15）
2
（10：30～12：00）
3
（13：00～14：30）
4
（14：45～16：15）
初級 中級
文法
(加藤敬)
文法
(田中)
文法
(高畠)
文法
(横堀)
文法
(永山)
文法
(加藤敬)
文法
(田中)
文法
(高畠)
文法
(横堀)
文法
(永山)
聴解
(加藤扶)
語彙・表現
(藤田)
文字・漢字
(加藤扶)
コンピュータ
（濱田）
会話
(松岡)
漢字
（濱田）
コンピュータ
（濱田）
会話
(横堀)
聴解
(横堀)
作文
(田中)
文法A
(高畠)
文法C
（加藤扶）
文法A
(中河)
文法B
(副島)
文法B
(松岡)
文法A
(高畠)
文法C
（加藤扶）
文法A
(中河)
文法B
(副島)
文法B
(松岡)
初級 中級 初級 中級 初級 中級
特別指導
(加藤扶・田中)
コンピュータ
（田中）
読解・作文
(要門)
特別指導
（濱田・田中）
特別指導
(濱田)
読解
（加藤扶）
コンピュータ
（田中）
特別指導
（加藤扶）
日本事情
（バハウ）
月
火
水
木
金
※網かけのクラスは日本語研修コース専用クラス，それ以外は日本語課外補講との合同クラスである。
5.1　時間割
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　　語彙・表現　『みんなの日本語初級Ⅰ，Ⅱ』（スリーエーネットワーク）
　　読解・作文　『みんなの日本語初級Ⅰ，Ⅱ　初級で読めるトピック25』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『みんなの日本語初級　やさしい作文』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『楽しく読もう』（凡人社）
　　　　　　　　『わたしのにほんご』（くろしお出版）
　　文字・漢字　『ストーリーで覚える漢字300』（くろしお出版）
　　会　　　話　『クラス活動集101』『クラス活動集131』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『みんなの日本語初級Ⅰ書いて覚える文型練習帳』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『みんなの日本語初級Ⅱ書いて覚える文型練習帳』（スリーエーネットワーク）
　　　　　　　　『絵で導入・絵で練習』（凡人社）
　　　　　　　　『にほんごきいてはなして』（ジャパンタイムズ）
5.3　日本事情
　学内から国際交流学生ボランティアとして募集した日本人学生との交流・活動を通して，日本社会に
ついて学び，さらには習得した日本語を実際に使う機会を提供する。
　また，留学生と日本人学生が共に自国の言語や文化に対する関心を高め，異文化を理解し，異文化コ
ミュニケーション能力を養うことを目指す。
5.4　コンピュータ
　この授業では，留学生が日本語環境でコンピュータの基本的な操作をすることができ，ひらがなやカ
タカナ，さらに漢字なども使って，正しい日本語の入力ができるようになることを目指す。また，あわ
せて，大学での勉学に必要な基本的な情報リテラシーの習得も目指している。
　日本語のコンピュータ用語には漢字語やカタカナ語が多いために難解であったり，入力においても促
音や拗音といった特殊音の入力が難しいなど，外国人が日本語環境のコンピュータを用いる際に特有な
問題があるが，この授業ではそれを克服できるように指導することが大きな目的である。また，専門課
程での勉学に備えて，ワープロソフトやプレゼンテーションソフトなどを使えるようになることも目指
し，同時に日本語での電子メールの書き方，インターネットの使い方，およびそれに付随する著作権や
セキュリティ対策などについても指導を行った。
［参考テキスト］『日本語でできる！外国人のためのパソコンのきほん』（スリーエーネットワーク）
5.5　口頭発表プロジェクト
5.5.1　口頭発表プロジェクト
　日本語研修コースに在籍する留学生は，そのほとんどが大学院へ進学する予定の学生であり，コース
が始まって半年後にはそれぞれの専門課程に進んで専門の勉強や研究を始めなければならない。教員研
修留学生についても，このコースが終わると，教育に関するさまざまな授業を日本語で受けなければな
らないし，授業見学を通じて現場の教員とのやりとりが必要となる場面も多い。本コースでは，留学生
が日本の大学院での研究活動を効率的に進められるように，スピーチ発表会で自分の専門の内容を簡単
に説明する口頭発表を行い，さらにレポートにまとめるというプロジェクトを学生に課している。学生
それぞれの留学目的に合わせて，大学院進学予定の学生はこれまで自国で研究してきた内容と富山大学
で研究したい内容について，教員研修留学生は自国の教育制度の説明と富山大学で学びたい内容につい
て，それぞれ原稿とスライドを作成してスピーチ発表会で発表し，レポートにまとめるというプロジェ
クトである。この活動は，一般日本語，コンピュータ，そして専門の学習が一体となって行われるもの
である。
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　具体的には，留学生は自分の専門について，専門用語を調べたり，必要な情報をインターネットなど
から得たり，あるいは必要に応じて所属研究室の指導教員や学生に質問したりした上で，作文の時間に
発表原稿を作成し，コンピュータの時間にプレゼンテーションソフトを使用してスライドを準備した。
その後練習を重ね，最終的には，コース修了前に開催されるスピーチ発表会で，作成したスライドを示
しながらプレゼンテーションを行った(5.5.2参照)。さらに，学生は発表原稿をもとにしてレポートを作
成した。学生の作成したレポートは，第28期，第29期のものをまとめ，日本語研修コース修了レポー
ト集『らいちょう』として発行した（5.5.3参照）。
5.5.2　スピーチ発表会
　スピーチ発表会は，第28期は2013年８月５日（月）に，第29期は2014年２月19日（水）に，それ
ぞれ午後１時半より開催した。第28期は15人，第29期は36人の出席者があった。出席者は富山大学の
留学生および日本人学生，学生の指導教員やセンターに関係のある教員，学生のホストファミリー，学
務部学生支援グループ留学支援チーム職員などである。特に，第29期のスピーチ発表会は学生の友人
（日本人学生）やホストファミリーの方が多数来てくださり，例年以上の盛会となった。
　留学生は，発表会に向けて，指導教員，同じ研究室の先輩留学生，日本人学生に協力してもらいなが
ら熱心に準備を進めた。発表会に向けた準備は，読解・作文とコンピュータの授業の中で行ったほか，
３人の日本語教員がそれぞれ分担した学生に対して，授業時間以外にも原稿チェック，発表練習などの
指導を行った。
5.5.3　修了レポート集作成
　スピーチ発表会で口頭発表を行った原稿をもとにレポートを作成し，修了レポート集『らいちょう』
として発行した。留学生は各自の専門についてのレポートを作成したほか，それぞれの期の中表紙，寄
せ書き，写真のページなどを共同で作成した。各自の能力を発揮し，話し合いを進めながら，コンピュー
タの授業で学んださまざまな文書の作り方などを能率良く活かし，完成度の高い文集を作り上げた。
６　成績評価
　メインテキスト（『みんなの日本語』）に基づく定期試験を７回実施した。この定期試験は，筆記試
験（文法，作文，読解），聴解試験，会話試験から構成されるものである。また，「語彙・表現」「文
字・漢字」のクラスでは期末試験を実施した。口頭発表プロジェクトについても，原稿と発表会当日の
発表を教員が採点し，プロジェクトの成績を出した。コース修了時に，定期試験，その他の試験，口頭
発表プロジェクトの成績を総合して，コース全体の成績判定を行い，コースへの出席率も含めた成績表
を作成して，受講者本人と指導教員へ通知した。
７　コース評価
　日本語研修コースでは，コース改善に役立てるため，学期終了時にアンケート調査を実施している。
実施前に，成績等には全く影響しないことを伝えた上で，アンケート調査票に記入してもらった。第
28期では，コース全体，日本語の授業の内容，テスト，コンピュータ授業，口頭発表プロジェクト，
見学，ホームステイ・ホームビジット，日本事情の７項目，第29期では，さらに，宿題，特別指導の
２項目を加え，調査を行った。回答方法は，５段階で評点をつけるものと，与えられた選択肢から該当
する答えを選択するものとがある。また，自由意見は日本語または英語で記入させた。
　第28期のコース評価は，従来どおり，口頭発表プロジェクト終了後に実施したが，時間的に慌ただ
しいため，自由記述が少なかった。そこで，第29期では，日本語の授業の最終日に，口頭発表プロジェ
クトを除く，すべての項目の評価を実施することにした。
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　それぞれの期の結果を表４，表５に示す。自由意見については，英語で書かれたものは日本語に翻訳
して，日本語の誤りがあるものは訂正して掲載する。翻訳・訂正ともにコーディネーターの判断によっ
て行っている。
表４　第28期コース評価
自　由　意　見
質問及び回答結果
（5段階評価の場合は点が高いほど
よい評価であることを示す）
（コース全体）
コースは役に立ったか：　5.0
スケジュールはどうだったか：
　　忙しすぎる1人,忙しい1人,ちょうどいい1人
日本語は上達したか：
　　上達した3人
（日本語の授業）
授業はどうだったか：　5.0
教科書はどうだったか：　5.0
ハンドアウトはどうだったか：　5.0
教師の教え方はどうだったか：　5.0
（テスト）
テストはどうだったか：　5.0
テストは多かったか：
　　多すぎる1人，多い１人，ちょうどいい1人
（コンピュータ授業）
授業は役に立ったか：　4.7
テキストはどうだったか：　5.0
教え方はどうだったか：　5.0
（口頭発表プロジェクト）
プロジェクトはたいへんだったか：
　　ふつう2人，未記入1人
プロジェクトは役に立ったか：　5.0
発表会は役に立ったか：　5.0
（見学）1人欠席
見学は楽しかったか：
　　はい2人
見学場所は適当だったか：
　　はい2人
見学の時期は適当だったか：
　　はい2人
（ホームステイ・ホームビジット）
ホームステイ・ホームビジットは楽しかったか：
　　はい3人
時期は適当だったか：
　　はい3人
どんなところが楽しかったか：（記述なし）
おこのみやき,いっしょにつくって,とてもおいし
かったです。
33
（日本事情）
日本人と一緒に勉強するのはどうだったか：
日本の文化を知らなければならないと思うか：
　　思う3人
・たのしかったです。日本人の友達がやさしかっ
たです。日本語を教えてもらいました。
・日本の文化や生活になれるため，重要なルール
を知る必要があるが，それに役立った。
・はやく日本の生活になれたいので，いろいろな
ことを知らなければならない。
・知らないとき，日本で生活は大変です。
・一番重要なのは日本社会への適応です。日本文
化を知ることによって，日本人との生活がうま
くいきます。
表５　第29期コース評価
自　由　意　見
質問及び回答結果
（5段階評価の場合は点が高いほど
よい評価であることを示す）
（コース全体）
コースは役に立ったか：4.8
スケジュールはどうだったか：
　　忙しすぎる3人，忙しい1人，未記入1人 
日本語は上達したか：
　　した2人，少しした3人，未記入1人
（日本語の授業）
授業はどうだったか：　4.3
教科書はどうだったか
　『みんなの日本語』：　4.8
　『毎日の発音練習』：　4.8
　『ストーリーで覚える漢字300』：　4.8
ハンドアウトはどうだったか：　4.7
・このコースはとてもおもしろくて，とても楽し
かった。先生方はとてもすばらしかった。先生
方はとても親切で，教授法もとても興味深かっ
た。感謝いたします。
・このコースはとてもよくて，役に立った。しか
し，とても進度が速いと思う。すでに学習した
ことも時々忘れてしまうためだ。特に，漢字は
300字のうち，189字しか勉強できなかった。
・とても難しかったが，たくさんのことを学んだ。
とてもハードなコースだったが，とてもよかった。
・このコースは本当に良かった。ただ，コース進
度が少し速すぎる部分があった。最終テストは
とても難しかった。私たちはある部分は学習で
きなかった。
・良かった。しかし，スタートはゆっくりしたほう
がよい。私たちは日本語について多くのことを
知らないからだ。スタートが大変なのが問題だ。
・このコースは私たちにとって重要だ。このコー
スは入門のクラスだが，日本語が何か知る前に
コースが始まってしまい，むずかしかった。
・さまざまな先生がいろいろなことを教えてくれ
たのは，日本語がなるべく早く上達するのによ
かった。レベルも適当だった。ありがとうござ
いました。
・とてもよかった。しかし，教科書代はやや高い。
・教科書は日本語学習者にとって良かったと思う。
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教師の教え方はどうだったか：　4.8
（テスト）
テストはどうだったか
　　文法テスト：　4.5
　　聴解テスト：　4.2
　　会話テスト：　4.3
テストは多かったか：
　　多い5人，ちょうどよい1人
（宿題）
宿題はどうだったか：　4.0
宿題は多かったか：
　　多すぎる3人，多い2人，少ない 1人
（コンピュータ授業）
授業は役に立ったか：　4.3
教材はどうだったか：　4.5
教え方はどうだったか：　4.8
漢字の教科書は，私たちのような初級の学生に
とって，とてもよかった。
・教科書はとてもよかったが，教科書の値段はも
う少し安いほうがよい。復習のため，文法のま
とめや復習問題がある教材が必要だと思う。特
に『みんなの日本語Ⅱ』のときに。
・第１週目は英語で行ったほうがよい。可能なら，
授業時間を再考してほしい。本当に長く，とて
も早くから始まる。
・テストはとてもよかった。テストの後で全ての
問題を復習したほうがよい。カセットテープの
音質はときどき悪く，ノイジーだった。
・テストはいつも難しかった。ときどきテープの
音がクリアではなかった。
・テストの回数が多い。しかし，テストが必要な
のは理解できる。
・２週間に１回のテストはよいが，最終テストは
少し難しかった。
・聴解テストの音声が，テープのため，ときどき
不明瞭だった。テストにビデオがあったらよい。
音声だけでなく，ジェスチャーもあるからだ。
・会話を練習する時間がなかった。
・とても良い練習で，私たちの能力向上に必要だ。
・とてもよかった。家での練習は能力向上のため，
役立った。
・宿題はよかった。しかし，スケジュールが忙し
くて，できないことがあった。
・宿題は毎日の練習に必要だが，最初の１週間は
練習だけでよいと思う。
・宿題の量が多く，時間が足りなかった。事前に
次の日の予習もしなければならないからだ。
・復習の時間まで理解できなかったので，家で宿
題をするのが難しかった。
・ありがとうございます。今，私のコンピュータ
は100％日本語です。
・とても良い。
・教師の教授法はとてもよかったが，練習する十
分な時間が足りなかった。
・もっと理解しやすくなるように，コンピュータ
授業のための教科書がほしい。
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（特別指導）
特別指導はどうだったか：　5.0
特別指導は多かったか：
　　多い1人，少ない4人，少なすぎる1人
（見学）
見学は楽しかったか：
　　はい6人
見学場所は適当だったか：
　　はい6人
見学の時期は適当だったか：
　　はい5人
　　いいえ1人
（ホームステイ）
ホームステイ・ホームビジットは楽しかったか：
　　はい5人，未記入1人
・授業にソフトウェアを用いてはどうだろうか。
モチベーションのため，インタラクティブなプ
ログラムがよい。
・この授業にとても感謝しています。１対１で先
生と文法の問題点について話をして役立った。
おかげで自信がついた。
・特別指導はとてもよかった。
・特別指導は私のような学生にとってとても重要
だ。もし可能なら，もっと特別指導があったほ
うがよい。
・学生にとって，とても有益だった。
・復習するのにとても役立った。
・とくべつしどうは一番たいせつなことです。
　チュートリアルの時間がもっと必要だ。
何が楽しかったか
・すべて。場所，説明など。
・ぜんぶたのしかったです。
・この経験はとてもすばらしかった。とても楽し
んだ。
・訪問して，たくさんの文化を学ぶことができた。
・すべてに感動した。
・ともだちとせんせいのかいわ。びじゅつが好き
です。
・この場所はとてもすばらしかった。留学生にとっ
て，とても興味深い場所だ。
・本当に素敵なところだった。
・富山だけでなく，もう少し遠いところにも行っ
てみたい。
・パーフェクト。もっと行きたい。
・（日本事情のクラスで）毎月見学に行けたらい
い。日本の歴史的，文化的な場所に行って，文
化を勉強したい。
・雨が降っており，見学場所は山だったため，危
なかった。
何が楽しかったか
・家族，アクティビティなど。
・日本人家族と生活したことは，本当に感動的だっ
た。
・たくさんのことが学べ，毎日日本人と会うこと
ができた。
・すべてがよかった。私たちは日本語でお互いに
コミュニケーションをとらなければならなかった。
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時期は適当だったか：
　　はい4人
　　いいえ2人
（日本事情）
日本人と一緒に勉強するのはどうだったか：
日本の文化を知らなければならないと思うか：
　　思う6人
（口頭発表プロジェクト）
プロジェクトはたいへんだったか：
とてもたいへん2人，たいへん１人，
ふつう2人，とてもかんたんだった1人
発表会は役に立ったか：　4.3
・私のかぞくはやさしかったです。
・冬休みにまた会える機会があるので，とても良
い時期だ。
・この時期，私たちはまだ日本語が上手に話せな
かったので，１月下旬か，２月上旬がよいと思う。
・もっと長い期間ホームステイできるので，休み
期間中が最も良い。
・とてもよかった。日本人学生にもっと日本語で
話してほしい。もっと多くの日本人学生とたく
さんのアクティビティを行いたい。
・留学生にとって一番重要な時間で，文化などを
学ぶことができた。日本人学生と一緒に勉強す
ることは本当に重要だ。
・ここでの生活に適応するため，習慣を理解した
り，日本人と良いコミュニケーションをとらな
ければならない。
・日本に住むなら，その文化を学習し，何かをす
るための方法を知る必要がある。私はとてもた
くさんのことを学んだ。
・良い関係を築くために，たくさんのことを知る
必要があるから。
・私たちは多くの状況で，どのようにすればよい
かわからないときがあるため。
・日本語能力を向上させるのに，とても役立った。
毎月１回スピーチがあればよい。
・私たちの専門に関わる日本語を勉強し，練習で
きたので，とても役立った。スライドを作成し，
文や発音を覚えるのはとてもむずかしかった。
私たちをサポートしてくださった先生に感謝し
ています。今後も，このような機会があること
を願っています。これからもよろしくおねがい
いたします。
・一生懸命に準備し，たくさんのことを学び，日
本語能力も向上したので，とてもよかった。
・わたしのスピーチはよくなかったですが，とも
だちのスピーチはほんとうによかったです。
・このプレゼンテーションはとてもむずかしかっ
たが，とても楽しかった。私たちにとって，と
ても良い経験だったと思う。私の専門と日本の
教育制度について勉強できた。本当にありがと
うございました。
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　本コースが役に立ったかという問いでは，第28期は全員が５段階評価の５点，第29期は4.8点と評価
が高かった。また，自己の日本語の上達度についての問いにも，全員が「上達した」あるいは「少し上
達した」と答えており，これらの点から受講者のコースに対する満足度は高かったということがうかが
える。しかしながら，スケジュールについては，１人を除き，「忙しすぎる」「忙しい」と回答してい
る。既に実験や研究を開始して忙しい学生もおり，朝から夕方まで続く集中コースでの学習が大変だと
感じられたのであろう。特に，コース開始時の進度に対する自由意見が多く，この点について改善を図
る必要がある。 
　日本語の授業についての問いでは，第28期は５点，第29期は4.3点と高い評価が得られた。両期の差
については，上述したとおり，コース開始時に対する評価と推測できる。自由意見では，コース開始時
に英語による説明を行ってほしいという記述が見られた。また，教科書・ハンドアウト・教師の教え方
についても，高い評価が得られた。
　また，テストについても第28期は５点，第29期は4.3点以上と高い評価が得られた。テストの実施回
数は２人が「ちょうどいい」と回答したのに対し，７人が「多すぎる」「多い」と回答している。ただ
し，自由意見を見てみると，この点に関する記述は見られず，テストを評価するコメントが多く見られ
た。一方，聴解テストの音声に対する不満が多く見られた。記録媒体がカセットテープであるため，経
年劣化し，聴き取りに支障が出てきている。今後，聴解テストを改訂する必要がある。
　宿題については，29期のみの調査であったが，４点であった。これは授業進度とも関係しており，
宿題の量が多いというコメントが見られた。
　コンピュータの授業については，第28期は4.7点，第29期は4.3点と高い評価が得られた。自由意見
では，練習時間が不足していたという指摘や，教科書がほしいという希望が見られた。口頭発表プロジェ
クト関しても，第28期は５点，第29期は4.3点と高い評価が得られた。自由意見からも，プロジェクト
の意義や有効性を受講者自身が感じ取ることができていると言ってよいだろう。
　特別指導については，29期のみの調査であったが，第29期の調査項目の中で最も評価が高い５点で
あった。進度が速いと感じていた学習者に対し，特別指導の時間では，マンツーマン形式で丁寧に指導
できたことが高い評価につながったと思われる。特別指導の実施回数を増やしてほしいというコメント
も多く，今後，教員をどのように配置するか検討する必要がある。
　見学，ホームステイ・ホームビジット，日本事情についても全般的に高い評価が得られた。見学やホー
ムステイ・ホームビジットは，日本の文化や習慣を直接体験できる場として，また日本事情の授業は，
日本語のクラスで学んだ日本語を実際に運用できる場として，お互いの文化を学ぶ場として，とらえら
れているようである。
　第29期より，アンケート調査の時期を変更したおかげで，学生から多くの自由意見が得られた。し
かも，表面的なコメントではなく，評価すべき点と改善を希望する点が率直に書かれていた。本コース
を改善するために，とても有益なコメントであったと言える。
８　コース改善に向けて
　コース評価および定期テストの点数等を参考に，初級クラス学期末講師ミーティング（2014年2月
29日開催）において，改善策を検討した。話し合いの結果，以下の３点を次年度より実施することと
した。
⑴　非漢字圏学習者の文字指導について
　コース開始時，非漢字圏学習者が授業についていけなったのは，「かな」がきちんと習得できていな
いことに原因があると考えられる。午後の技能別クラスの時間に『かなマスター』等を使って、毎日分
担し「かな」を指導することにする。また，必要に応じて，ローマ字版の語彙リスト等を配布する。た
だし，いつまでローマ字版語彙リストを使用するかを見極めなければならない。
⑵　定期テストの改訂について
　コース評価では，聴解テストの音質改善を望む声が多かった。平成26年度中に改訂を進めることと
した。
⑶　教員間の連絡・情報共有について
　学習者の「かな」習得状況等，教員間の情報共有が不足していた部分がある。今後は，以下の二つの
方法で，情報共有を進めることとした。
①　コース開始から一週間は「授業記録システム」の入力内容を共有すること。現在の「授業記録シ
ステム」はセキュリティの問題で，外部から閲覧することは不可能だが，入力した内容をテキスト
にして送信することは可能である。
②　学期中，定期的に講師ミーティングを開くこと。以前実施していたように，全員が出席できなく
ても，曜日をかえるなどして，講師同士が情報共有し，話し合いをする機会を持つ。
９　おわりに
　大学院入学前予備教育・日本語研修コースは，2014年３月に第29期生を送り出した。これまでに文
部科学省からの配置学生，学内措置による受講者を合わせて183人がこのコースを修了している。
　日本語研修コースは，日本語課外補講との合同により，単独で授業を行っていた頃よりも授業が活発
化していると感じられる。期によって受講者の人数や国籍，留学の目的などは異なるが，どのような構
成であっても，合同クラスの存在はどちらのプログラムを受講している学生にとっても，プラスになっ
ていると思われる。今後も，国際交流センターの他の日本語プログラムとも連携をとりながら，改善の
道を探っていかなければならない。
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